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鎌ケ谷市議会議員

宗川よういち

そ　　う　か　　わ

鎌ケ谷市東初富3丁目在住

昭和32年9月 東京都葛飾区新小岩に生まれる

昭和51年3月 千葉県立国分高校卒業

昭和56年3月 中央大学理工学部卒業

昭和56年4月～ 日立プラント建設(株)
((株)日立製作所と合併)

昭和59年4月～ 鎌ケ谷市役所入庁

平成30年3月 鎌ケ谷市役所を定年退職

鎌ケ谷市青少年相談員　第10～13期

初富小学校おとうちゃんの会

中央大学白葉会　特別会員

妻、娘2人、息子2人の6人家族

映画鑑賞、山登り、釣り

一期一会、ありがとう
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鎌ケ谷市企業誘致基本計画に基づき、プロジェクトマネージャーを活用して、企業や関係機関への訪問
・交渉、誘致企業の審査など、企業誘致に係る各種取り組みを行います。

北海道日本ハムファイターズの選手などを講師に迎えて実施する野球教
室や選手とファンとの交流会を開催します。

　令和2年度当初予算は、令和2年度が後期基本計画の最終年度となることから、
後期基本計画に定める目指す姿や目標達成のための事業への重点化を図り、メリハ
リのある予算となっています。さて、議会では大規模災害発生時にすみやかに対応す
るために「危機管理対応マニュアル」を作成しました。折しも官民が一体となって新型
コロナウイルス感染症の対策をしている状況です。
　3月３日の議会運営委員会では「一般質問は議員の大切な権利」という意見があ　3月３日の議会運営委員会では「一般質問は議員の大切な権利」という意見があ
ったという新聞報道がありました。実際、委員会では、どのような議論がなされたのでし
ょうか︖
　私は、このような状況下では新型コロナウイルス感染症への危機管理、そして何より
もその時々の市民生活に何が優先されるべきなのか、何が重要なのか、しっかりと見
極めながら今後も現実的な議会対応をしてまいりたいと考えております。
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　　　　　　　　　　　令和2年度当初予算は、「子どもからお年寄りまでずっと笑顔でいら
れる街」を実現するため、3つの大きな柱を建てて重点化を図った予算となっています。
特に子育て世代や高齢者世代への支援などの扶助費が約95億円計上されています。
　また、昨年の台風などの被害状況を踏まえ、準用河川二和川の整備や地域排水整
備事業などの治水対策の強化、災害対策本部を設置することとなる市庁舎の非常用
発電機の改修や避難所における新たな防災対策用品の配備など災害対策の強化を
図っています。　
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